


開発25　public, entry関数

mintを実行しようとしたのですが、public entry関数がないと言われました。

https://docs.sui.io/guides/developer/currency



開発26　entry関数の作成

以下のようにmint関数を作ります。
<MY_COIN_NEW>で型を設定しています。



開発27　SuiVisionでの実行

SuiVisionで実行ができることを確認しましょう。

あれ、できない？



開発27　SuiVisionでの実行

実行者が異なっていたのですね。

https://github.com/ytakahashi2020/my_coin/blob/main/sources/my_coin.move





Ethereumの場合、計算コストとストレージコストが合算してガスPriceにかけています
が、Solana・Suiは単価を分けています。

Solanaの場合は、事前にレンタル代として確保するので、
書き方を変えています。

Suiではオブジェクトで所有者が決まっている
ので、ストレージの計算が明瞭です。

型からの派生　⑥ガス最適化

https://docs.sui.io/concepts/tokenomics/gas-in-sui



プールからの引き出し（withdraw）について考えてみます。

例えば、所有している10LPを使用することで、その割合分である100SUIが取

得できるとします。

型からの派生　⑦形式的検証



今回は、引き出し後のLPの価値が引き出し前の価値より下がらないことを証

明します。

割り算は使いたくないので、下のような掛け算の内容を証明します。

型からの派生　⑦形式的検証



以下のように、実行後に数学的に検証します。

型からの派生　⑦形式的検証

https://github.com/SuiJapan/core-workshop/blob/main/chapter3/sui-prover/amm/sources/simple_lp.move#L31



PTB（programmable transaction block）はプログラム可能なトランザク
ションのブロックです。
まとめることで原子性（全て成功か失敗）を確保できます。

PTBとは



また、大きな特徴として、前の結果をそのまま次に渡せます。

PTBとは



こちらが使用できるコマンドです。
今回は「TransferObjects」と「SplitCoins」を使います。

PTBとは

https://docs.sui.io/concepts/transactions/prog-txn-blocks



ptb.studioで体験してみましょう。

PTBとは

https://ptb.studio/



Suiではオブジェクトに動的にフィールドの設定ができます。
２種類がありますが、どちらもオブジェクトとして付属させます。

動的（オブジェクト）フィールド

https://github.com/ytakahashi2020/dynamic_field/blob/main/my/sources/dynamic_field_demo.move



例えば、下のオブジェクトは「HP」,「MP」というフィールドを持ち、それ
ぞれがオブジェクトです。

動的（オブジェクト）フィールド

https://testnet.suivision.xyz/object/0xa8fc841714fef0a9dcbdca7b
a7c98a678359180a6984bfcc4a552913d2d93e0f





管理者がガス代を負担することで、利用者はガス代なしで実行ができます。

1 ガスレストランザクション

https://sui-gas-station-demo.vercel.app/



Shinamiを使うことで簡単に実装できます。
Gas Stationにガスを入れます。

1 ガスレストランザクション

https://app.shinami.com/



APIキーを取得することで簡単に実装できます。

1 ガスレストランザクション



そもそものスポンサードトランザクションは５つのステップからなります。

1 ガスレストランザクション

https://docs.sui.io/concepts/transactions/sponsored-transactions



コードを読み解いてみましょう。

1 ガスレストランザクション

https://github.com/SuiJapan/core-workshop/blob/main/chapter5/shinami/gas_station_min.ts



npm init -yでpackage.json作成
touch index.jsでファイル作成
APIキー、プライベートキーを設定
npm i @shinami/clients @mysten/sui/keypairs

1 ガスレストランザクション

https://github.com/SuiJapan/core-workshop/blob/main/chapter5/shinami/gas_station_min.ts



①ガスレストランザクションデータの作成
ポイントはonlyTransactionKind：trueです。

1 ガスレストランザクション

https://sdk.mystenlabs.com/typescript/transaction-building/sponsored-
transactions



②③スポンサーによる署名

ShinamiのSDKを使い、ガスの設定〜署名を行なっています。

1 ガスレストランザクション



④⑤ユーザーによる署名

スポンサーによりガスが設定された取引データに対して、署名しています。

1 ガスレストランザクション



④⑤ユーザーによる署名

スポンサーによりガスが設定された取引データに対して、署名しています。

1 ガスレストランザクション



⑤トランザクションの実行

ユーザーとスポンサーの署名をつけて実行しています。

1 ガスレストランザクション





Sui Weather Oracleは、かなりの文量です。。

2 オラクル

https://docs.sui.io/guides/developer/app-examples/weather-oracle



2 オラクル

https://docs.sui.io/guides/developer/app-examples/weather-oracle

Sui Weather Oracleは、かなりの文量です。。



結局はただのモジュールです。バックエンドで定期的に値を更新します。

もちろんオラクルなので、更新者が1人なのか分散した平均か、また権限も重

要にはなります。

2 オラクル



そのため、今回は、外部ですでに作られているパッケージの値を読み取り処
理を行う方法を学びましょう。

2 オラクル

https://testnet.suivision.xyz/package/0xe9c00e01742da731deebf7642eb620bc44
9c40e42d795bdc46c99214e657289e?tab=Code



こちらがパッケージから作られたオブジェクトです。
東京が20度であることがわかります。
これを取得し、20度以上なら◯◯するという処理を作りましょう。

2 オラクル

https://testnet.suivision.xyz/object/0xf95eeeeb82e8bcaae15f24e14fae36502642c
821a622b37fdde4b2fed111f166



最も大事なのが、こちらです。
Move.tomlでパッケージのコードが格納されているGitを指定します。
https://github.com/ytakahashi2020/sui_weather

2 オラクル

https://github.com/ytakahashi2020/sui_oracle



では、作ってみましょう。
ここでは、20度以上の場合、イベントを発火するモジュールを作ります。
まずは構造体を作ります。

2 オラクル

https://github.com/ytakahashi2020/sui_oracle



次に、weatherパッケージのweatherモジュールの使用を宣言します。

2 オラクル

https://github.com/ytakahashi2020/sui_oracle



次に、weatherモジュールのget_tempから値を取得します。

2 オラクル

https://github.com/ytakahashi2020/sui_oracle



最後にこのようにイベントを発火しています。

2 オラクル

https://github.com/ytakahashi2020/sui_oracle



できたパッケージの関数を実行すると、イベントが発火していることがわか
ります。

2 オラクル

https://testnet.suivision.xyz/txblock/6m3PzQZzK4dLTrqY616ESUxGh8yjgqzsJ7BF
WAcZd6Kv?tab=Events

https://testnet.suivision.xyz/object/0xf95eeeeb82e8bcaae1
5f24e14fae36502642c821a622b37fdde4b2fed111f166





https://cloud.google.com/blog/ja/products/ai-machine-learning/announcing-agents-to-payments-ap2-protocol



Suiの場合はオブジェクトを元にした所有権の設計です。

あるコインがアドレス所有である場合、そのコインを移動できるのは所有者だ

けのため、整合性の問題がそもそも発生しません。

そのため機械的に並列処理を行うことができます。

(再掲)型からの派生②オブジェクトと所有権



3 AIエージェント



3 AIエージェント



3 AIエージェント



まずはreadlineを用いて、おうむ返しするコードを書いてみましょう。
npm init -yのあと、index.jsでファイルを作成しましょう。

https://github.com/ytakahashi2020/sui_agent

3 AIエージェント



dotenvを利用します。
npm i dotenv 

3 AIエージェント

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

https://github.com/ytakahashi2020/sui_agent/blob/main/.env_example



openAIのインスタンスを作成します。
npm i openai

3 AIエージェント



inputを元にチャットを作りましょう。

3 AIエージェント



inputを元にチャットを作りましょう。

3 AIエージェント



inputを元にチャットを作りましょう。

3 AIエージェント



SuiAgentKitを作成します。
npm i @getnimbus/sui-agent-kit

3 AIエージェント



最後に分岐させましょう。

3 AIエージェント


